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⾃動⾞のスロットル開度を⽤いたドライバ判別技術に関する研究

○熊⽥ 暉※，⽯井 信之※，加藤 彰

⽇本にける乗⽤⾞の主流となっている2モータハイブリッド⾞（TOYOTA製AQUA）を⽤いて，試験時のドライバ判別の可能性を
調査する為，外部診断機（DST-i）を使⽤し，ドライバ3名にてACオン（実路1次）とACオフ（実路2次）にて2回の実路⾛⾏試
験を⾏った．アクセルペダルとスロットルが同⼀であると仮定し，計測したスロットル開度から数値解析ソフト（MATLAB）を
使⽤しFFT解析を⾏った．算出した周波数のピークと感度に着⽬し，周波数ピークと感度の順位からドライバ判別の可能に関し
て解析を⾏ったので報告する．
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